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今回は、｢熱中症｣について取り上げます。年々、夏の暑さが厳しく
なる中、ますます増加する熱中症の発生状況及びその対策等について、
お知らせします。

例年、日本各地で熱中症による救急搬送者が増えています。過去7年間で一番多かった
2018年5～9月には、95,137人も搬送され、うち160人が死亡しました。

群馬県では、同じ期間に2,131人が搬送され、3人が死亡しました。

第 号

環境省では、今年7月1日から関
東甲信1都8県で先行的に｢熱中症
警戒アラート｣の発信を始めました。
これは、WBGT(暑さ指数)を指標
に危険な暑さが予想される場合、
警戒アラートを発表する仕組みで
す。来年度以降、全国で本格実施
される予定です。

暑さで命の危険が！

出典：総務省(消防庁)

救急搬送者の年齢構成では、65
歳以上の高齢者が、例年約半数を
占めています。発生場所は､住居
(敷地内全ての場所を含む)が最も多
く、約4割を占めています。

はじめに

体内に溜まった熱を体外に逃がす｢熱放散｣には、体か
ら直接、熱を外気に逃がす｢放射｣、体に触れる物(椅子
など)に熱を移す｢伝導｣、体の周りに風が流れて体温を
下げる｢対流｣などがあります。

しかし、外気温が高くなると、体温との温度差が小さ
くなり、熱が逃げにくくなります。

また、高温･多湿で風が弱く、輻射熱(熱を発生するも
の)があるなどの環境では、体から外気への熱放散が減
少し、汗の蒸発も不十分になり、熱中症が発生します。

汗には、蒸発する時に体から熱を奪う働きがあります。
高温時は、熱放散が小さくなり、汗の蒸発による気化熱
が体温を下げます。なお､汗をかくと､水分や塩分が体外
に出てしまうため、水分･塩分の適切な補給が重要です。

出典：環境省

熱中症はどのようにして起こるのか

気候変動適応レター

健康

出典：環境省

熱中症 2013～2019年
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WBGT(暑さ指数)とは何か

WBGT(WetｰBulb Globe Temperature 湿球黒球温度)とは、暑さの厳しさを示す暑さ指数
(暑熱指数)で1954年にアメリカで提案された指標です。気温だけでなく汗のかき方に関係する
湿度、日射･照り返し等の輻射熱を取り入れて計算するもので、計測機械での乾球温度(気温)、
湿球温度(水で湿らせたガーゼを温度計に巻いて測定｡水分が蒸発する際に熱を奪う時の温度)と
黒球温度(輻射熱)の値を使用します。

今回、実際にWBGT(暑さ指数)を体感するため、計測機械を使って、3日間測定しました。

熱中症指数計 県庁昭和庁舎前で測定

測定数値は、次の4段階の危険度に区分されます。

WBGT､周囲温
度､湿度が中央
部に表示される。
その外側円形に
WBGT数値によ
る4段階のﾚﾍﾞﾙ
ﾒｰﾀｰがある。

3日間測定したWBGT(暑さ指数)は、危険又は厳重警戒のレベルでした。8月20日(木)は、
周囲温度が35℃超でしたが、少し風もあり、WBGTは平均30.5℃。28日(金)は朝のうち降雨
があり、日差しはやや強く湿度が高く、背中にシャツが張り付く状況で、正午に危険レベルにな
りました。周囲温度、湿度がともに高いため、｢蒸し｣暑く、強いストレスを感じる状況でした。

日射･照り返し
のある場所
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次号では、自然災害について取り上げます。

次号の予定

【熱中症予防対策】気候変動による影響の軽減
・真夏になる前から、少しずつ暑さに体を慣らしておく(順化)
・熱中症予防指針、注意すべき生活活動強度の目安を参考にする
・環境省｢熱中症予防情報サイト｣で熱中症警戒アラートの発表をチェック
・WBGTの数値に注意(環境省｢熱中症予防情報サイト｣をチェック、熱中症

指数計の携帯)
・熱中症弱者(高齢者･乳幼児･持病のある人など)は、より積極的な対策が必要

屋外での熱ストレスから身を守るには、日傘も有効です。遮熱率95%以上､遮光率
99.9%以上､UVカット99.9%以上という高性能のものもあり、ストレスがかなり軽
減されます(通勤時に実証済み)。

自然災害

今後も、各分野における気候変動への適応策を発信します

群馬県は、気候変動による
影響に対応するため、様々な
適応策に取り組んでいます！

群馬県のマスコット「ぐんまちゃん」

例えば、庭の草むしり等は、中等度の生活活動に該当します。この時期、朝から始めて
も日差しが強く、WBGTが25℃以上では警戒レベルになるため、適度な休息が必要です。
日陰や屋内で、水分･塩分(スポーツドリンクなど)を補給し、座って休息するなどの対策が
必要です。つばのある帽子を被って作業をしていても、頭部は熱くなるため、定期的に首
回り、後頭部等に外(そと)水道等で水をかけて、冷やしたり、水の蒸発を利用して体から
熱を放散させることが重要です。

熱中症対策

前ページの熱中症予防指針(表ｰ2)では、4段階の危険度に合わせ、｢注意すべき生活活動の目安｣
が示されています。 ここで、｢中等度以上の生活活動｣や｢強い生活活動｣とは、どのようなもので
しょうか。
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